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私
が
思
う
魅
力
的
な
本
、
そ
れ
は
「
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
本
」
で
す
。
た
と
え
ば
、
書
店
に
並
ん
で
い
る
よ
う
な
新
品
の
本
で
は
な
く
、
人
か
ら
人
へ
受
け
継
が
れ
て
き
た
よ
う
な
本
に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
図
書
館
の
本
は
、
そ
の
よ
う
な
本
の
最
た
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
少
し
ご
わ
つ
い
た
よ
う
な
独
特
の
紙
の
質
感
、
イ
ン
ク
の
し
み
込
ん
だ
に
お
い
。
自
分
よ
り
前
に
、
ど
の
よ
う
な
人
が
手
に
取
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
を
は
せ
る
あ
の
時
間
が
、
た
ま
ら
な
く
好
き
で
す
。
本
を
通
し
て
心
を
通
わ
せ
て
い
る
よ
う
な
、
不
思
議
な
感
覚
に
な
る
の
で
す
。
図
書
館
は
、
本
を
通
し
て
あ
な
た
と
「
誰
か
」
を
結
び
付
け
て
く
れ
る
素
敵
な
場
所
で
す
。
書
店
や
通
販
で
本
を
選
ぶ
の
も
よ
い
で
す
が
、
た
ま
に
は
図
書
館
に
、
本
と
の
出
会
い
を
見
つ
け
に
行
く
の
も
、
悪
く
は
な
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
魅
力
的
な
本
と
は
？
おすすめの本紹介
① テ ン ペ ス ト （ 上 ・ 下 ） 池 上 永 一
十九世紀の琉球王朝を舞台にした大河小
説です。荒れ狂う風と雨と雷が、王国中を暗
闇で満たした日に生を受けた少女、真鶴。
彼女は男として生きることを余儀なくされ、
宦官として王宮にあがることに。立身出世
のストーリー構成に加えて、現代風の言い回
しも多いので、とっつきやすいのではないで
しょうか。
② 流 星 の 絆 東 野 圭 吾
惨殺された両親の仇討ちを流星に誓い合っ
た三人の兄妹。３人がたどり着く運命は？
何重にも伏線を張り巡らし、すべての謎を鮮
やかに回収していくストーリー展開は、流石
の一言。
 皆さんの中には、「早稲田大学中央図書館」を利用
した方もいらっしゃると思います。今回は、その中央
図書館の歴史についてお話ししたいと思います。 
 
 もともと中央図書館のあった土地には、「下戸塚遺
跡」という遺跡がありました。(1) 
この付近には旧石器時代から人が住んでいたとされ、
石器も見つかっています。時代が下って弥生時代に入
ると、集落が営まれるようになり、米粒や竪穴住居の
跡も発見されています。その後も、古墳時代・奈良時
代・平安時代と人が住み続け、住居跡も残っています
（中世や江戸時代の遺構も存在しています）。 
 
 明治時代に入ると、この地にはミョウガ畑が作られ
ますが、1902年、野球場が造られました。その名は
「戸塚球場」(2)。ちなみに同じ年には、「東京専門学
校」が「早稲田大学」と名を改め、新たなスタートを
切っています。専門学校時代、学校の蔵書は「図書室」
に収められていましたが、大学になると組織も充実し、
「図書館」となりました。 
 戸塚球場の話に戻りましょう。早稲田大学の開校と
同時に設置されたこの野球場では、数々の名勝負が繰
り広げられました。その中でも一番有名なものは、
1936年7月1日に行われた「日本プロ野球初の試合」
です。読売巨人軍vs名古屋金鯱軍というカードで行わ
れ、巨人のエース・沢村栄治が先発出場しました。ま
たこの試合は、野球史上初めてラジオで実況中継され
た試合としても知られています。 
 
 この球場では、プロ野球以外にも、早稲田大学野球
部vs慶応義塾大学野球部の「早慶戦」が行われてい
ました。初めて開催地となったのは1925年のことで、
実に19年ぶりの早慶戦でした。 
 この1925年には、新たな図書館も完成しています。
現在の2号館の建物がそれにあたります。(3) 
 
 1987年11月22日に球場が閉鎖されると、その跡地
には「早稲田大学総合学術情報センター」が設けら
れました。1991年4月1日に開館した(4)この施設内に
は、「早稲田大学中央図書館」のほか、「国際会議
場」をはじめとした会議室などが設けられています。 
 
 現在では、2018年に2階の、2019年に3階のリ
ニューアルがなされ、新たに4つのエリア（Active, 
Quiet, Silent, Super Silent）が設置されました。また、
2020年に入ってからは、1階から地下エリア、4階の
リニューアルも実施されました。 
 長い歴史の中でどんどんしていく中央図書館を、
これからもぜひご利用してみてくださいね！ 
 
 
 (1) 『早稲田ウィークリー』 
  〜第16回〜下戸塚遺跡―中央図書館下の大地に眠っていた人々の暮らし―   
  （http://www.waseda.jp/student/weekly/contents/2011b/1266/266l.html） 
  
(2) 『早稲田ウィークリー』  
  〜第12回〜安部球場の85年―「ここにかつて野球場があった」― 
  （http://www.waseda.jp/student/weekly/contents/2011b/1258/258o.html） 
  
(3) 早稲田大学図書館HP 沿革 
  （https://www.waseda.jp/library/libraries/history/） 
  
(4) 早稲田大学図書館HP 中央図書館概要 
  （https://www.waseda.jp/library/libraries/central/about/） 
 
私
の
図
書
館
体
験
記
そ
ん
な
私
に
と
っ
て
、
大
学
図
書
館
は
魅
力
溢
れ
る
と
っ
て
お
き
の
場
所
で
す
。
豊
富
な
蔵
書
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
、
そ
し
て
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
時
間
。
な
か
で
も
中
央
図
書
館
の
地
下
書
庫
は
、
思
わ
ず
時
間
を
忘
れ
る
よ
う
な
、
遥
か
な
る
旅
へ
と
い
ざ
な
っ
て
く
れ
ま
す
。
手
に
し
た
本
が
百
年
前
の
学
生
が
学
ん
だ
も
の
だ
っ
た
ら
た
し
か
な
時
の
流
れ
を
感
じ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
。
そ
れ
で
は
み
な
さ
ま
が
、
と
っ
て
お
き
の
、
す
て
き
な
図
書
館
生
活
を
送
れ
ま
す
よ
う
に
。
好
き
な
場
所
を
聞
か
れ
る
た
び
に
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
決
ま
っ
て
「
図
書
館
」
と
答
え
て
き
ま
し
た
。
週
末
に
な
る
と
、
欠
か
さ
ず
地
元
の
図
書
館
へ
行
っ
て
い
た
小
学
生
時
代
。
カ
ウ
ン
タ
ー
の
司
書
さ
ん
と
は
す
っ
か
り
顔
な
じ
み
で
、
図
書
館
を
訪
れ
る
こ
と
は
ま
さ
に
生
活
の
一
部
だ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
中
高
生
の
頃
は
読
書
か
ら
少
し
離
れ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
、
ず
ら
り
と
並
ん
だ
本
が
醸
し
出
す
、
あ
の
独
特
な
雰
囲
気
を
味
わ
う
た
め
に
、
学
校
の
図
書
室
を
た
び
た
び
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
、
私
は
図
書
館
と
い
う
空
間
が
好
き
な
の
で
す
。
図
書
館
は
、
本
を
借
り
る
た
め
だ
け
の
場
所
で
も
、
勉
強
を
す
る
た
め
だ
け
の
場
所
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
何
と
な
く
、
そ
こ
で
時
を
過
ご
す
こ
と
に
こ
そ
最
大
の
楽
し
み
が
隠
れ
て
い
る
の
で
す
。
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
古
今
東
西
の
本
に
囲
ま
れ
た
静
寂
な
空
間
も
ち
ろ
ん
、
図
書
館
の
こ
と
で
す
が
そ
れ
は
ま
る
で
、
未
知
の
世
界
へ
の
玄
関
口
の
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
あ
ち
ら
、
こ
ち
ら
と
、
ふ
と
気
が
つ
け
ば
あ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
扉
が
。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
モームが選んだ世界十大小説の一つであり、知名度
は抜群。その一方、内容の複雑さや説明的文章に対
するイメージが先行し、敬遠されがちなこともまた
事実です。しかし、巨鯨モービィ・ディック、片脚
の船長エイハブ、語り手の青年イシュメールをはじ
め、鯨学や旧約聖書など、印象深い人物や挿話が数
多く登場する本作を、難解の一言で片付けてよいの
でしょうか。
学問に親しみ、ただ知識を詰め込むだけではない学
生時代にこそ、ぜひ挑戦したい作品。
『白鯨』（上・下）
ハーマン・メルヴィル著 千石英世訳
物理学者にして随筆家、漱石の『吾輩は猫である』
に登場する水島寒月のモデルとしても知られる寺田
寅彦。この随筆集では、科学と文学に秀でた彼の魅
力をたっぷりと味わうことができます。対象も幅広
く、電車の混雑や自然現象から自画像、旅の思い出
まで。独自の科学観や社会への深い洞察に基づいた
人間味ある文章を読んでいると、きっと様々な気づ
きに出会えるはず。
一つひとつの文章が短いので、まとまった時間を取
れない方にもおすすめです。
『寺田寅彦随筆集』 第１巻～第５巻
小宮豊隆編
ある日の本棚
本好きLIVSスタッフによる、おすすめの本紹介です
『
エ
ピ
ソ
ー
ド
早
稲
田
大
学
１
２
５
話
』
奥
島
孝
康
・
木
村
時
夫
監
修
大
学
図
書
館
に
は
大
学
で
の
学
習
や
研
究
を
支
援
す
る
た
め
に
国
内
外
か
ら
収
集
し
た
資
料
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今
回
は
そ
れ
ら
の
蔵
書
の
な
か
か
ら
高
校
生
の
頃
に
は
手
に
取
ら
な
か
っ
た
よ
う
な
“
大
学
ら
し
い
”
本
と
い
う
視
点
で
選
ん
だ
も
の
を
紹
介
し
ま
す
！
早
稲
田
大
学
の
精
神
や
歴
史
、
制
度
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
１
２
５
話
収
録
。
早
稲
田
大
学
の
「
旧
き
良
き
伝
統
」
を
承
け
継
ぐ
と
こ
ろ
か
ら
新
し
い
早
稲
田
の
伝
統
の
創
造
が
始
ま
る
と
信
じ
、
そ
の
伝
統
継
承
の
た
め
に
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
各
学
部
の
こ
と
や
授
業
料
の
今
昔
、
早
稲
田
近
辺
食
べ
物
事
情
な
ど
幅
広
い
事
柄
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。
図
書
館
に
は
他
に
も
早
稲
田
大
学
に
関
す
る
本
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
早
稲
田
大
学
へ
の
理
解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
大
学
図
書
館
へ
の
招
待
～
本
の
す
す
め
『
大
学
生
の
た
め
の
論
理
的
に
書
き
、
プ
レ
ゼ
ン
す
る
技
術
』
菊
田
千
春
・
北
林
利
治
著
『
学
び
の
シ
ラ
バ
ス
』
壷
内
慎
二
・
小
葉
武
史
・
石
黒
義
昭
・
山
本
史
華
編
大
学
に
お
け
る
学
び
で
は
情
報
を
整
理
し
、
自
分
の
考
え
を
論
理
的
に
組
み
立
て
、
意
見
を
効
果
的
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
本
で
は
レ
ポ
ー
ト
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
手
順
や
コ
ツ
、
配
慮
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
、
ト
ピ
ッ
ク
を
決
め
た
り
資
料
を
集
め
た
り
す
る
段
階
か
ら
細
か
く
説
明
し
て
い
ま
す
。
レ
ポ
ー
ト
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
苦
手
に
感
じ
て
い
る
方
や
技
術
を
向
上
さ
せ
た
い
方
な
ど
に
と
っ
て
大
学
生
活
で
役
立
つ
一
冊
で
す
。
大
学
で
教
鞭
を
と
る
研
究
者
た
ち
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
分
野
の
入
門
書
。
社
会
科
学
系
や
人
文
科
学
系
の
各
分
野
に
つ
い
て
、
予
備
知
識
の
い
ら
な
い
入
門
的
な
事
柄
か
ら
す
こ
し
頭
を
使
う
専
門
的
な
事
柄
ま
で
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
は
大
学
へ
の
編
入
を
考
え
て
い
る
人
の
た
め
の
テ
キ
ス
ト
で
す
が
、
学
生
が
自
分
の
専
門
分
野
を
し
っ
か
り
理
解
す
る
た
め
に
学
び
の
裾
野
を
広
げ
て
い
く
際
に
も
得
る
と
こ
ろ
の
あ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
関
心
の
あ
る
分
野
を
深
め
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
新
た
な
興
味
を
み
つ
け
た
い
方
に
も
お
す
す
め
で
す
。
中央図書館内の二階から三階へと通じる中央階段踊り場には、日本を代表す
る日本画家で早稲田大学名誉博士でもある平山郁夫氏の絵画が展示されてい
る。「真理探究の奥深さ」がテーマであり、森の奥深く消える古道は学問の深遠
さを象徴し、上方に輝く曙光は厳しい道の果てにある希望と安らぎを暗示して
いるとされているその絵の題名は、「 ・古道」である。
2019年9月2日から新図書館システムに移行したことで、貸出中の本を期
限までに返却しなかった場合（延滞）のペナルティが変更になった。反則点制度
が廃止され、 日以上延滞した場合、「その図書を返却するまで貸出停止」、
「その図書を返却後、返却期限日からの延滞1日1冊につき、1日の貸出停止
（ただし、この貸出停止期間は30日を最大とする）」という措置が執られるよう
になった。
第 問二
(1)
(５)
クイズの答えは、最終ページに！
第 一 問
問
中央図書館は、学習スタイル別に複数のエリアを設けている。その内、電子機
器の操作が禁じられ、極力音を出さずに利用しなければならない、図書館で最
も静かな閲覧室は、二階と三階にある ・リーディング・ルー
ムである。
1984年より、早稲田大学図書館における様々な取り組みや貴重な館蔵資料に
ついて対外的に情報を発信しており、2019年11月5日には、96号が発行された
早稲田大学図書館報のタイトルは、『 』である。
中央図書館二階ロビーにある銅像は、早稲田大学図書館の初代館長である
氏である。氏は、号を春城といい、1902年
に図書館長に就任し、15年の長きにわたって資料の収集と積極的な公開に尽
力した。また、交友関係・政治史などについての記録を多く残し、随筆家として
20冊以上の著書を刊行している。
数字が振ってあるマスの文字を並べ替えてわかった場所に行ってみよう。
LIVSからのプレゼントが置いてあるよ！
か う へ行け
(２)
(３)
(４)
参考：早稲田大学図書館HP（https://www.waseda.jp/library/）
第 三 問
第 四 問
第 五 問
（1） （2） （3） （4） （5）
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